
2020 年度 焼津福祉文化共創研究会活動計画 

 

活動テーマ：港地域のご近所福祉を切り拓く  －協働による地域課題解決を探るー  

 

平成２８年度から平成３０年度まで３年間にわたり、いかに、「共助・近助の地域を再構築する

ことができるか」を目的に、住民主体の企画運営により、「港地域ささえあい講座」（港第１４・２

３自治会による組織体・港地域づくり推進会主催）を開講． 

この講座運営に関わった実行委員有志と地域活動に関心を持つ市民(14 名)が、これまでの講座の

成果をさらに地域づくりに活かそうと、2019 年４月に「志縁団体」として、ここに「焼津福祉文化

共創研究会」(福文共)が誕生した． 

市民主体で取り組んだ、尊い実践講座の３年間の取り組みの総括から、次の「10 の地域課題」を

浮き彫りにした。 

  (1)語れる地域環境の醸成（世代を超えた地域総合型学習形態のしくみづくり）  

(2)「地縁組織」と「志縁組織」の融合による地域づくりの取組み  

(3)「専門性」と「市民性」の融合 

（管内福祉施設連絡会とのネットワーク化と地域介護力アップ）  

(4)当事者組織化の支援 

 (5)具体的な地域の生活支援策の把握 

 (6)管内のささえあいの仕組みづくり  

(7)総合的地域支援組織の再構築（トータルコーデイネート機能） 

(8)地域を「見える化」する広報啓発  

(9)制度施策を理解する地域福祉教育環境の醸成 

(10)ご近所福祉の復活 

こうした、課題改善・解決に向けて、市民有志で結成した本会の初年度の活動テーマを「居場所」

として、約５，０００世帯をもって組織化されている「港地域づくり推進会」（第 14・２３自治会）

管内において、今日まで、地域や個々の人々のつながりの中で、気兼ねなく集まり、会話を交わし、

ふれあい交流し、普段の拠り処としている「居場所的機能」を持つ領域（既存の各種団体・グルー

プ）を、尊い「静岡県コミュニティづくり推進協議会・コミュニティ活動集団助成事業」と「焼津

市赤い羽根共同募金地域福祉促進助成事業」のご配慮により会員自ら把握する活動により取り組む

ことが出来た。 

今年度は、取りまとめた結果をもとに、さらに把握に努めるとともに、管内関係団体や住民に機

会あるごとに情報提供し、改めて、こうした既存の団体グループの様々な取り組みを地域住民が共

有し、積極的に地域参加する機会を呼び掛け、地域で顔の見える “近助”の関係づくりができる

「協働による地域づくり」として働きかけ、本会の活動基調に基づき、活動テーマに取り組む。 

  

1. 活動の着眼項目 

 

 (1)世代を超えて［地域課題］をもとに「地域総合型学習」の場づくりに心掛ける 

 (2)地域の話題を持ち寄り、「学習化」し、地域社会に課題提起できるように心掛ける 

 (3)「地域課題の福祉化」に努め、専門性と市民性の融合を基に、課題解決改善に心掛ける 

 (4)「近助」の意義を深め合う議論に心掛ける 

 (5)地域のささえあいの仕組みづくりについて、関係機関・団体との「協働」の意義を深め合うととも 

 に、実践活動のプロセス重視を心掛ける 

 

 

◇努力点として（2020.1.11 議論要点） 

  ①活動財源確保 ②アドバイス・コーデイネート資質の向上 ③対等な議論（地縁と志縁、会

員を広める、公開型議論）④世代を超えた地域学習の提供 ④継続的実践活動の展開 

 



 

2. 役員会の開催 

 

(1) 実務型役員会構成を基に，［代表］［副代表］［事務局長・次長］等が一丸となって，活動の進

捗状況管理と検証に努める。 

 

(2) 定例研究会開催前に、「活動計画」に基づく運営について、協議の場を持つ．「子どもと福祉文

化」を主要活動テーマに，様々な地域実践活動から「地方発福祉文化の創造」を研究協議する。 

 

3. 定例研究会の開催 

 

(1)毎月第２土曜日、１９:００～２１：００を原則定例開催日とする。（別添活動計画表参照） 

(2)各種事業関連の研究会の開催は、定例研究会において、その趣旨を明確にして取り組む。 

 

 

4. 事業関連部会設置と開催 

 

(1)本会活動を円滑に展開するために、事業別部会を設置して運営することとする。 

(2)初年度の取り組みから、今後に活かす部会として「調査研究部会」「広報部会」「研修部会」 

 を必要に応じて、参加型で取り組むこととする。 

(3)具体的な取組みについては、参加型会員をもって協議をして取り組む。 

 

5. 主な活動の取り組み 

 

(1)調査研究事業 

  ①「地域ぐるみの居場所」検証事業（継続助成事業） 

   ＊2019 年度実施の「検証事業」の継続的取り組みとして、５５の団体・グループをさらに掘

り下げ、項目白紙欄の補充等を含めて、管内における「地域ぐるみの居場所」の把握に取

り組む。 

   ＊「紹介集」の更なる充実と共に、管内の「居場所の意義」を推進する努力をする。 

 

  ②「近助」に関する意識と実態調査事業（新規助成事業申請事業） 

    ＊地域の実情把握による課題解決に向けた取組みを具体化していく目的で、本会の活動テー

マ「港地域のご近所福祉を切り拓くパート２ －協働による地域課題解決を探るー 」を

具体化する「近助」に関する住民の意識と実態を把握し、今後の地域づくりに活かす。 

      「静岡福祉文化を考える会」との協働により、県域と管内との「地域性」の比較ができる 

      取り組みを考える。 

 

(2)研修事業 

 

  ①公開型研修会として「地域ぐるみの居場所検証報告会」の開催（継続助成事業） 

   ＊2019 年度に取り組んだ「地域ぐるみの居場所検証事業」について、本事業に協力いただい

た団体・グループ関係者、地区民生委員児童委員協議会、港地域づくり推進会、各自治会・

町内会、一般市民を対象に、公開型研修会として開催する 

   ＊各助成事業支援団体（県コミ推協・焼津市社協）、県及び市行政関係者の出席を要請する 

   ＊本会会員の具体的な役割分担をもって実現につなげる 

    （進行・プログラム参加・運営演出・資料作成・広報啓発） 

   ＊前年度から準備に取り掛かり、５月(5/31)の開催（コロナ禍により延期） 

   ＊プログラムは、概ね２．５時間とし、 

00～ 10「開会」「アイスブレーク」                  10 分 



10～ 30「事業経過報告」                       20 分 

30～ 55「基調報告 ―検証事業から見えたものは何かー」        25 分 

55～ 65 休憩                              10 分 

65～ 95「団体・グループ紹介」協力いただいたグル―プから２団体発表   30 分 

95～150「円卓トーク」                                55 分                 

 

  ②地域をつなぐ協働研修会 

   ＊管内福祉施設連絡会との「地域支援」「生活支援」に関する協働研修会の開催 

    

  ③現場実践研修会 

   ＊「若者発 ご近所福祉かるた」の活用による「近助」のあり方を学び合う機会を持つ。 

   ＊地域コミュニティ組織または、福祉事業所・施設等における「近助」のあり方を議論しな

がら、地域ぐるみのささえあいと地域参加を議論し合う 

    

  ④調査研究考察報告研修会 

   ＊調査研究事業として取り組んだ結果を報告し、啓発研修の機会とする 

 

(3)広報事業 

 

  ①「焼津福祉文化共創研究会通信」の発行 

  ②活動啓発事業 

 

(4)協働事業 

 

  ①「管内福祉施設連絡会」との協働事業 

  ②「静岡福祉文化を考える会」との協働事業 

  ③「焼津市 V 連」との協働事業 

    ④管内各種団体・グループとの協働事業 

 

6. 関係・団体との連携 

 

(1) 静岡県社会福祉協議会、焼津市社会福祉協議会への情報提供・連携 

(2) 「地方発 福祉文化の創造」の実践を基に、「静岡福祉文化を考える会」及び「日本福祉文化

学会」との情報の共有と活動の協働 

 ＊各種事業の取り組みについての情報提供 

 ＊各種事業の実践活動の共有 

(3) 関連機関・団体、大学・専門学校への情報提供 

(4) 焼津市ボランティア連絡協議会との連携 

 ＊定期総会出席   

 ＊定期 V連代表者会議出席と情報提供（通信配布） 

(5) ふじのくに未来財団への情報提供 

(6) 静岡県コミュニティづくり推進協議会への情報提供 

(7) 管内福祉施設連絡会との連携と情報の共有 

 ＊通信配布 

(8) 港地域づくり推進会（事務局：港公民館）への情報提供 

(9) 「さわやか福祉財団」「日本財団」「あしたの日本を創る協会」等への情報提供 
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区
分 

事業名       

     月 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

各
種
会
議
・
研
修 

(1)役員会 月別定例会前後に開催（都合により連絡調整にて実施） 

(2)月別研究会 

（原則第２土曜日 19:00） 
04/11 ＊05/16 06/13 07/11 08/08 09/12 10/17 11/21 12/12 01/16 02/13 03/27 

(3)部会 ◇「調査研究事業」実施に伴う「調査部会」、「研修事業」実施に伴う「研修部会」、「広報事業」実施に伴う「広報部会」を随時設置し活動の具体化を図る 

(4)焼津市 V 連代表者会議 総会 5/16  07/18  09/19  11/21  01/16  03/20 

(5)V 連関連各種研修・イベント          ＊10月焼津市ふれあい広場        ＊02月県V研究集会 

(6)静岡福祉文化を考える会関連 ＊4/19 第１回研修会 ＊6/20 第２回研修会         ＊10/24 福祉文化研究セミナー    ＊2/13 第 3 回研修会 

(7)日本福祉文化学会関連       ＊第３1 回日本福祉文化学会全国大会沖縄大会      ＊第２回学会東海ブロック大会 

広
報 

(1)「研究会広報」発行  ◇毎月第２土曜日発行を原則として、関係方面への広報啓発活動実施  積極的な会員呼び掛け 

(2)マスコミ対応 年間を通じて常時情報提供実施 

研
修
会 

(1)第 1 回研修会（調査報告会） 協議 開催× 事後    延期      

(2)第 2 回研修会（施設連絡会）      協議 協議 開催     

(3)第 3 回研修会（現場研修）        協議 開催    

(4)第４回研修会（活動報告）          協議 開催  

調
査 

「居場所」検証調査継続（改定） ◇「団体・グループ紹介集」継続事業（新規把握活動） 

「近助」に関する意識と実態調査 協議 協議 協議 項目検討 項目検討 実施 実施 入力 入力 分析考察 報告 総括 

助
成
団
体 

(1) 静岡県コミ推協助成事業 ◇助成事業２年目 本会事業の取り組みについて状況報告と共に、本会の発展性について提示をする 

(2) 焼津市社会福祉協議会 
◇継続事業検討（研修・備品）５月申請書提出 ８月決定・事業開始 その都度情報提供実施 ２月事業完了報告 

 関 

 係 

 機 

 関 

 団 

 体 

(3)  焼津市 V 連絡協議会 ◇市内各種 V 団体との連携と意見交換（その都度情報提供実施・・・研究会通信配布） 

(4) 港地域づくり推進会 

（管内自治会・地区民協との連携） 
◇管内の情報提供実施・・・研究会通信配布 

(5) 港地域管内福祉施設連絡会との連携 ◇「各種研修会」の連携とその都度情報提供実施・・・研究会通信配布） 

(6) 関係機関団体・近隣市町との連携 ◇「県・市行政関連」「静岡福祉文化を考える会」「冊子協力団体・グループとの情報交換・連携実施 

(7) 日本福祉文化学会関連 ◇「地方発 福祉文化の創造」の実践活動に関して、その都度情報提供実施 
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